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青年期における表出的特性について

Onthetraitoftheexpressionalityinadolescence

鈴木淑元
Ｙｂｓﾉｹﾉｸﾜ２０/ＯＳ郷zzｲﾙﾉ

Ｃｈａｎｇｅ＆ofadolescencehavebeenseenfromｔｈｅ1970,s・Ｔｈｅｓｅａｒｅｎａｍｅｄｔｈｅｅｘｐｒｅｓ‐
sionalitvwhichisacurrenttrait・ｌｔｉｓｒｅｓｅａｒｃｈｅｄａｔｔｈｅｌ９８８ｂｙｕｓｉｎｇｔｈｅｑｕｅｓｔｉｏｎｎａｌｒｅｓ
ａｎｄｔｈｅｄｅｐｔｈｉｎｔｅｒｖｉｅｗｓｉｎ６０６ｍａｌｅａｎｄｆｅｍａｌｅａｄｏ】escences・
Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｓｈｏｗｔｈｅｅｘｉｓｔｅｎｃｅｏｆｔｈeexpressionalityandtheseveralfeatureswhichare

(1)followingselfdesires,（２）prioritizingpersonallives，（３）friends-centeredbehaviors，（４）
surfaceinterpersonalrelations．

(1)folIowingselfdesires：opinionsandactionsdependwith“llkeordislike'，decisionslike
personalsensibility；alldlivingpleasantandjoyfulonlyinthepresent．

(2)prioritizingpersonallives：beingsatisfiedwithgettingdeliciousfoods，wantedthings，
ｍｕｃｈmoney，ａｎｄｏｎｌｙｄｏｉｎｇｓＩ〕orts，interestingｔｈｉｎｇｓ；fewinterestsandconcersfor
politics，society，ａｎｄｃｏｍｍｕｎｉｔｙ．

(3)friends-centeredbehaviors：iloatinginthegroupoffriends；ｂｅｉｎｇｓlightlyandconL
prehensivelyacquaintedeachotherontalking，ｓｈｏｐｐｉｎｇ，ａｎｄｍａｋｉｎｇａｔｒｉｐ．

(4)surfaceinterpersonalrelations：shiftingbehaviorsaccordingtointerpersonalcircumstances
andbeingeagerforself-interests．

（15）傾向があるとされている。

しかしながら，現在では，こういった傾向に変化が見

られ，異なった相貌を呈し始めているようである。

林（09,10）によると，現代の青年は「現象的に見る

と単なる伝統回帰ではなくて，考えの筋道が異なって」
きており，「旧来の日本人とは，同質な面を共有しなが

らも，まったく異質な価値観や感性をもっている。いわ

ば，旧来の日本人にとっては，異邦人ともいえるような
日本人である」としており，この変化は，1975年頃より

見られており，それは「物事を判断するときに，古いか

新しいか，遅れているか進んでいるか，伝統的か近代的
かという尺度で測るという「伝統対近代」の価値観の崩

壊であり，この物差しを，現代の若者たちは，特に努力

したわけではなく，何とはなしに失って」おり，「｢よ

いものはよい，いやなものはいやだ」という態度を，臆

１．青年期の特徴の変化

青年期の特徴としては，以前より，次のようなものが

言われている。「新しい誕生であり，疾風怒涛（storm

andstress）を連想させる(08)」時期であり，情緒的に

不安定であり，第二次性徴に伴う生理的変化が背景とし

て存在している。そこでは，自己に対する強い関心が見

られ，自分とは－体だれなのかという、我同一性（03,
04）を確立するために，Ｈ我の矛盾・分裂・混乱に悩ま
されることになる。（14）そして，もう一方では，社会

への関心が強くなり，社会・職場・学校など，すべての

生活領域に対して，高い不満率を示しており（20)，ま

た，自己および社会に対する認識が深まり，理想的な自

己のあり方を追及するとともに，現実社会における矛盾
を克服し，その沈滞を刷新しようとする情熱Ｉこかられる
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而もなく表出している」としている．

千石（24）では，自分の欲求に忠実であることを，表

現主義としており，「従来の物質的成功の価値観は，す

でに満足に達しており，過去の価値体系にとって極めて

重要であった「裕悩」「保障」が当然のこととなってし

まっている社会において，新しく生じてきた傾向・哲学

であり，人間の経験の表面的な面lこ力点を置いており，

表現的価値観」をもっているとしている。

加藤（16）は，現在では，青年ﾉﾘ｣の意識は，「(１M人生

活志向型が，社会生活志向型を，はるかに上回ってお

り，生きがいを社会とのかかわりの中で求めるのではな

く，個人生活，私的生活の充実の中に見出そうとしてい

る｡」そして「豊かな社会の一層の進行によって,感覚追

求的で現状肯定的な態度が青年の一般的態度になってい

ると認めざるをえない｡」そこでは，「私的，個人的生活

のより高い充足を求めながら，社会に対しては，さめた

目を向けるという特質」や「社会とのつながりを求めな

い生き方」が見られ，Ｍいま'′の自分の生活，｝、いま〃の

人間関係を大切にする生き方が支配的になりつつある」

としている。

この変化は，縦断的比較をしている，数種類の社会調

査（０１，０５，０６，１２，２７，２８）によっても確認されてお

り，1970年代より見出され，次第に顕著な傾向になって

いるようである。

２．表出的特性の諸様相

上記のような，青年期に於ける，新しい傾向を「表出

的特性」として捉えることにする。lWj，以前の青年期の

特徴を「配慮的特性」（29）としているが，本論文では

割愛することとなる。以後，表出的特性を「表出性」と

略し，配慮的特性を「配慮性」と略して，表記する。

前者の様相として，次のようなものが仮定されよう。

第一には，自分の欲求に忠実に従い，表現し行動にい

たるのであり，欲求を充足することに，最大の価値を見

出すのである。建前には拘らずに，本音に拠るのであ

り，「｢嫁の世話をする人,情課長」に，どのような磯|櫛を

持っていても，「さっさと帰るドライな会社」に５割以

上が好感を示している。（09)それというのも，建前に拠

れば好感を示さないはずであるからである。また，これ

は，表面的な保守化としても見られて端り，保守的な観

念に拠るのではなくて，「その場その場の状況に岐もふ

さわしい生き方を選択し」（16)，都合よく振る舞い，自

分が最も得をするには，どうすればよいかと計算をして

おり，個別性感覚とも，ｍｅイズムとも表現できるもの
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であるし，そこでの判断基準ば，「好きか，嫌いか」とい

うことが中心となるのであり，主義・主張やイデオロギ

ーといったような観念としての「タテマエ」をもとめる

のではなくて，「1分の生活に密諭した具体的なもの（遊

び，ファッション'17,物，等々）をもとめるのであっ

て，個人生活近視といえよう。

次には，友人志向を強く示す対人関係が見られる。友

人の数は増大し(０１，２７)，何をするにも友達と一緒であ

り，おしゃべりをしたり，スポーツをしたりして，心地

よく楽しむ（26）のであって，表面的な付き合い（01）

であり，謂ぱ「群れている」と言えよう。対人関係につ

いて悩んだし､困ったりすることが減少しており，エネル

ギーを，そういったものへは向けずに，自分にとって興

味のあることや楽しいことだけに向けるように，切り換

えている(shift）ようである。

そして，欲求充足を第一にしているので，一個の人間

と関わるというよりも，欲求の対象となっている限られ

た部分との関わりが強く見られることになり，調ぱ，半

ば人間的であると同時に，半ばモノ的な関係であり，密

接な二者関係ではなくて，小此木の云う「１．５項結合」

(23）や，Winnicottの云う「部分対象」（30)との関係

に類似している。

また，情緒の表われは自我親和的(ego-syntonic)であ

り，快感を志向しており，行動には衝動的な傾向が見ら

れ，あまり礒階することがないようである。異性関係で

も穣極的であり（１１，１７，１９)，現状を肯定して，「いま

を楽しくやっていくのがいい」（01）のである。

以上のことより．心的構造として推測されるものは，

同時にアレもコレもと関わるという，縦割りの櫛造であ

り，それぞれの心的局面が切り換わって対応している。

これI土，Kernbergの云う「splitting」（13）が，ゆる

やかに適応的に機能していると考えられるが，笠原の云

う「マイルドな分割」に相当するようである。異性への

関わりでも，直接的に対象へと向かうという行動化

(acting-out）か強く見られ，欲求や願望を，早急に達成

しようとする傾向が犬であり，llii動的なのである。そこ

では，欲求の満足を得られると楽しくなり，不快なこと

は，直に忘却されてしまうようである。そこで，このよ

うな諸特徴より，精神病理としての境界例を，表出性の

背景として考えている。（29）

３．質問紙調査及面接調査

目的）表出性を，質問紙調査によって実証的に究明

し，それの存在を示し，且つⅢ生活領慮との関連を調査
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し，深層面接によって，より内面を探究することにあ

る。

方法）質問紙は，性格特性を調査するためのインベン

トリー（143項目）と，生活領域の項lEIとに分かれる。１ｉｉｉ

者は，新たに作成した項ロと各種の性格検査（０７，２１，

２２）より採集した項'1に加えて，インタヴュー調査（１２

名）によって得られた項F1から成っている。後者は，生

活領域における興味・関心・満足感などを調査するため

の項ロを作成し，時系列的変化を調べる（29）ために，

既存の社会調査（01,12,27,28）と|可一の項目も便１１］

している。

被験者に関しては，青年期は，１２歳から20代後半まで

に亙るのであるが，本調査では，Ｂｌｏｓの云う後期青春

期（late-adolescence）（02）に該当する，１８歳～22歳ま

でを対象としている』それは，この時｣01には，社会認識

や人間理解への認識が深まり，自己を新しく意識し，混

乱と動揺を経て，１１１己を再構成することより，それ故，

心理・社会的に青年期の心性を顕在化している時であ

り，且つ，知能・理解の能力は十分に発達しており，調

査内容に関して，適切に回答することが可能と考えられ

るからである。

被験者群としては，青年期を構成する多様な人々を調

査することを目指して，私立大学文科系・私立大学理科

系・国公立大学・短期大学・専''１]学校の，そそれの学生

を被験者にして垢り，606名（男性281名／女性325名）

を対象として，1988年10月に実施した。（但し，就業青

年に対しては調査が可能とならなかった｡）

結果）ａ、表出性の構造を解明するために，５件法で

lul答している，143項目よりなるインベントリーについ

て，因子分析を行ない，４因子構造を抽出し，各因子を

代表する項目として，次のものを検出した。

＊「－」は,その項目の意味を反対にして理解すること。

友人と一緒にいるとき，顔がこわばったり，赤

くなったり，緊張したりすることがある。０３４５

人と会うとき，１１分の顔つきが，気になるに｝０．４１８

以前から，よく知っている友人にも,なかなか，

話しかけることが出来ない，0.366

落ち込んでしまっても〆何かをしなければなら

ないと思うのだがすることができないことが

ある。０．５８３

いつも，クヨクヨしている。0.728

なかなか，人のいる場面になじめなくて，他の

人との隔たり（ギャップ）を，感じてし章う

ことが多い。0.545

第Ⅱ因子：境界例心性因子

因子負荷塾

異性の友人と，話ができない。-0.470

引っ込象思案である。-0.534

人との交際が，苦手である。-0.620

調子がよくなると，いきなり，いろんなことを

やりたくなる。０．２７０

－人でいるのは,さびしくて耐えられないこと

がある。０．３６１

誰仁でも親しさを感じてしまい，まるで長い

間，つきあってきた人のように思えることが

ある。０．４“

楽しいことや，うれしいことがあると,すぐに，
誰かに話したくなる。０．５３７

自分のことを，柑手から関心をもって，きかれ
るとうれえ〈なる.０．４３２

自分の好きなことをしたい。0.277

調形の良いときは，誰とでＭｌ１良くなれる。０．４２２

に1分の気持は，［1分のなかに留めておいて，あ
まり外に出したりはしない。-0.499

自分の話を，みんなが関心をもって聞いてくれ

ているようだ。０．４６９

自分のことを話しているのは，とても気持がい
い｡Ｏ`３７４

コンパなどで，象んなで騒いだりカラオケをす

・るのは大好きで，いつもやっている。0.503

ファッションに興味があり，自分の身につけて

いるものには，こだわるほうだ。０．３７８

自分のことを，に1分から相手に話し始めること

が多い。0.437

自分の考えや気持を，すぐに話したくなるほう
だ｡０．５０６

自分の考えや気持ちといったような内面的なあ

のば，ｎ分のなかに大切にしてしまっておく

第１因子：対人恐怖心性因子

因子負荷量

異性の友人と，話ができない。０．３１１

引っ込承思案である。0.349

人との交際が，苦手である。ｑ４２９

知らない人より，いくらか知っている人と会う
ときのほうが緊張するＱｑ２５７

日然に，つきあえない。０．５１９

二人きりでいると，相手を意識して，緊張して

しまう。０．３８３

自分が人から，どう見られているか，くよくよ

と考えてしまう。0.601
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ぼうだ。-0.509

コンパの席などでは，しらけないように，いろ

んな話をしたり，芸をやったりすることが多

い。0.474

おもしろいことが股高だ。0.297

気がつくと，その場に,すっかりなじんでいて，

ビックリとはまり込んでいる感じがするとき

がある。０．４６８

あまり考えずに，すぐに行動してしまうことが

多い。0.294

自分のことは，相手から，きかれるまで，黙っ

ているほうだ。－０．４７０

とてもiiMi足して，満ち足りている感じになるこ

とがある。

人生にⅡ標を持っている。

何か一つのことに熱中するほうだ。

0.371

ｑ３１７

０．３４１

上記のような項目群より，各因子の性質を総合する

と，次のようになる．

第１因子：対人恐怖心性因子

対人緊張が強く〆他者の評価が気になり，「半知り」

の人が苦手で，顔が赤くなったりし，抑纏の場合でも

「しなければならない」と気にしており，観念的で横割

りの心的購造が見られる。これらは，対人恐怖の心理に

近接しているものである。
第Ⅲ因子：配慮性積極因子

因子負荷量

気分が，すぐに変わる。落ち着かない。-0.281

終ってしまったことは，すぐに忘れてしまう。-0.308

-人の人を好きになると，いつまでも思い続け

ているほうであり,いろいろと考えてしまう。0.166

恋人とうまくいかなくなると，いつまでも，そ

の相手に，こだわらずに次の相手を見るける

ようにしている。－０．３０８

思いつきで何かをしたりすることが多い－ｑ４４７

よく考えてから行動することが多い。ｑ２２３

じっくりと考えてから，行動するほうである。0.269

ほしいものがあると，その場で，すぐに買って

しまうことが多い‘-0.342

異性を，すぐに好きになってしまうが，関心が

なくなるのもはやい。-0.482

あまり考えずに，すぐに行動してしまうことが

多い。-0.469

すぐに好きになったり嫌いになったりする．-0.486

第Ⅱ因子：境界例心性因子

自分の感`情を直接に表現したり，ii1i動的に行動へと移

ったり，また，自他未分化の状態が見られ，孤独感や中

心部分が何もないという空虚感が認められ，興味が頻繁

に切り替わることより，acting-outタイプの境界例の

心性に類似している。

第Ⅲ因子：配慮性積極因子

よく考えてから行動したり，一つのことを確実にやっ

ていくとか，内面的なものを充実したり，価｛lfiのあるこ

とをしたいというように，′慎重に，観念的に対処してお

り，そのような考え方で，積極的に（positive）ものご

とに関わっている。

第Ⅳ因子：表出性積極因子

満足感が強く見られ，強いlgl信をもっており，自分の

力で関わっていき，また，情緒的な対応を敏捷にするこ

とができることより，明るく楽しく生活している。

第Ⅳ因子：表出性祇極因子

因子負荷量

自分は，とても才能があり，どんなことでも出

来そうに，思えるときがある。0.125

自分のことは，何でも，自分一人で，できると

思う。0.156

将来，他の人から，尊敬されるような人間にな

るだろう。0.292

人に，直接，言葉に表わさずに，または,直接，

頼まないでⅢ自分の要求を満たさせることが

できる。0.196

勉強や運動について，自信を持っている方であ

る。０．２１８

気が弱い。意志が弱い。-0.202

第Ⅱ因子と第１V因子に，表出性の存在が認められてお

り，前者には否定的な面が，後者には肯定的な面が描出

されている。

第１因子と第Ⅲ因子には，配慮性が描出されており，

二つの特性が，併存していることが示されている。（配

慮性についての考察は，（29）においてされている）

ｂ，この因子分析の結果より，表出性尺度及配慮性尺

度を作成する。表出性尺度に関しては，上記の第Ⅱ因子

を代表する項目と第Ⅳ因子を代表する項目の，それぞれ
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の反応値を加算し，この合成得点が太である方が，より

表出性傾向が強く見られるように，変換している、

配慮性尺度に関しては，同様にして，第１因子と，第

Ⅲ因子の，それぞれの項目から，合成得点を作成してい

る｡

これ以降は，表出性尺度(expressionality)ば，「Ｅス

ケール」と表記し,配慮性尺度（considerationality)は，

「Ｃスケール」と表記するに，

各尺度の基本統計量は，次ページのようである。

ぶちたりち気持を感じることのほうが多い。 14.9％

20.5％

46.2％臓鱗怖鰡…
となっており，本調査では，満足感が，むなしい気持よ

りも下まわっており，ＮＨＫ調査（()1）（満足感30％／む

なしい15％）に反する結果となっている。ＥＣスケール

とのｘ２検定では有意となっており，Ｅ群（表出性群）

のほうが満足感をより多くのものが感じている｡（満足

感12.9％／むなしい気持4.7％）反対に，Ｃ群（配慮性

群）では，むなしい気持を感じるもののほうが多い。

(満足感4.4％／むなしい気持17.6％）

表出性での'快感志向が，Uj確に認められ，配慮性で

は，抑制的であり，思い悩tf傾向が見られる。

2）次は，満足感の内容についてであるが，

Ｅスケール｜Ｃスケール

平均値

標準罰差

最大値

最小値

相関係数

８７．８

１７，９

１４５

３６

－０．３４

８１．０

１４．７

１２５

３３

－０．３４

おいしいものを食べたとき

ほしいものが手に入ったとき

お:金があるとき

友人と繭が盛り上がったとき

仕事や勉強がうまくいったとき

読書をして何かが得られたとき

スポーツや趣味など好きなことに打ち込んで

いるとき

社会的な活動をして，効果が上がったとき

人のために役立っているとき

クラブやサークル活動などに打ち込んでいる

とき

％
％
％
％
％
％

４
９
４
５
０
７

２
８
２
４
４
６

４
５
４
５
４
２

ＥスケールとＣスケールとの相関ば，「-0.34」という

ことより，逆相関が確実に認められる数値となってお

り，表出的特性と配慮的特性は，ある程度の相互に反す

る性質をもっていると言うことが可能である．

次に，表出性及配慮性が，生活領域の項ロと，どのよ

うな関係にあるのか，ということを調査するために，Ｅ

Ｃスケールを作成した。

Ｅスケールの得点分布を，Ｇ－Ｐ分析の手法に従って，

３分割し，得点に応じて，標本集団を上位群・中位群・

下位群とした。そして，同様に，Ｃスケールの得点分布

も，３分割を行ない，上位群・中位群・下位群に分割し

た□

さらに，Ｅスケールの上位群であり，且つ，Ｃスケー

ルの上位群ではない標本を，ＥＣスケールの「ｅ」カテ

ゴリーとし，また，Ｃスケールの上位群であり，且つ，

Ｅスケールの上位群ではない標本を，ＥＣスケールの

「ｃ」カテゴリーとして，ダミー変数としての性質をも

つものとした。「ｅ」カテゴリーの標本数は，176名で，

「ｃ」カテゴリーの標本数は，165名となり，差異は，

10％以下である。

ＥＣスケールと，生活領域の各項目とのｘ2検定を行

ない，表出性群と配慮性群の表われ方の大小を検出して

いる。

50.7％

５．１％

19.5％

20.1％

となっており，「おいしいもの」・「ほしいもの」・「お金」

と欲求充足による満足感が高い数値となっており，表出

性への傾向を示している。次には，「スポーツ・趣味」・

「友人」が多く見むれ，友人志向が，他の調査と同様

に，支持されている。

そしてⅢ「人のために役立つ」は，一様は，関心が見

られるが，「社会的な活動」では，かなり低いものとな

っている、

社会的への関心は低く〆個人的な快さを追い求めてい

る傾向が見られるし，

また，「仕事・勉強」・「読書」・「クラブ」といった従

来から見られる配慮性の特徴も依然として見られてお

り，現調査時点（1988年）は，両傾向が混在している状

況のようである。

3）次は，生き方や暮らし向きに関してであるが，

ｃ、生活領域に関する項目について

1）生活感,情に関しては，
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られており，快感志向が見られる。

5）友人関係では，
経済的に恵まれなくとも，気ままに楽しく暮

せばよい。５６．９％

世間の目など気にせず，好きな人生を送るの

がよい。７６．７％

目分の欲望にできるだけ忠実に生きるのが，

本当に人間的な生き方だ。４８．０％

いろいろなことを手際よくこなして，いろい

ろな体験を楽しんでやっていくのがよい。８８．１％

自分のなすべきことを熟慮してそれに深く関

わることが必要だ。７５．３９６

家族がうまくいくためには，自分の気持を抑

えるべきである。４３．８％

古いものは，長い間ずっと受け継がれて残っ

てきたという良さがあるのだから，できる

だけ残すべきである。７２．０％

自分のことを考える前に，他人のことを考え

ることが必要だ。７２．５％

将来のために努力するよりは，毎日の生活を

楽しくやっていったほうが良い。４５．５％

自分は「狭く深く」型人間というよりは，

「広く浅く」型人間だ。５２．５％

0人１人２人３人４人５人６人以上

5.1％８．４％１５．５％２２．６％９．６％１８．３％１５．６％

であり，親友としては，３人が最も多く，次いで５人

となっており，人数の増加傾向を支持している。1985年

の生活と価値観調査では，５人は16.0％となっており，

さらに増加が本調査では見られる。

友人との付き合い方では，

なるべく相手の考えに反対しないし，自分の

考えに反対されるのも嫌だ。４０．９％

人生いかに生きたら良いかなど，むずかしい

話はしないようにしている。２３．１％

のように，広く浅く付き合うという，表面的な対人関

係が見られる。

また，考え方でも，

ふんなが同じようなものの考え方や見方をし

ている。３１．５％

たいていの人は，マスコミの情報に動かされ

ているよう気がする。７３．９％

少数意見を主張したり，人と違う生き方をす

るのは，むずかしい。６９．５％

となっており，ここでは，両傾向の混在が見られてい

る。「好きな人生」・「いろいろな体験」が８割を占めて，

多数意見となっており，さらに，「毎日の生活を楽しく」

．「広く，浅く」が約半数であり，現在を中心にして，

表面的に多方向に関わっている傾向が示されている。ま

た，「気ままに楽しく」・「欲望に忠実に」も，かなりの

回答が見られ，欲求を中心にして行動していることが窺

われる。このように，表出性の傾向が，強く見られる。

しかし,その一方では，「熟慮」・「自分を抑える」・「他

人のことを考える」にも，半数以上の回答があり，以前

の行動様式（配慮性）も，確実に存在していることが表

われている。

「古いもの」が高くなっていることより，表面的な保

守化傾向が他の調査と同様に見られている。

4）社会への満足では，

としており，ゑんなに合わせてしまうという，その場

での割り切りの良さが示されている。

次には，友人との行動であるが，

旅行に行く。４１．１％

お茶を飲んだり，軽いおしゃべりを楽しむ。８７．０％

スポーツをする。４３．２％

お酒を飲ゑに行く。５５．３％

街をプラプラ歩いたり，買い物をしたりする。６０．６％

まじめな議論を，互いにする。３１．７％

'悩象ごとの相談をする。５０．２％
Ｅ群

28.3％

23.0％

Ｃ群

18.2％

30.6％

48.8％

51.1％

満足している。

不満である。
となっており，「おしやぺり」・「プラプラ歩き」・「お

酒」・「スポーツ」が多く見られ，何をするにも友達と一

緒というようであり，群れつどって楽しくなるという，

群遊性とでもいうべきものが見られる。しかし，「悩承

の相談」・「議論」も，かなり見られ，以前の特徴が，共

に存在しているようである。

となっており，「満足」と「不満」は，それぞれ半数

を占めているが，ＥＣスケールとのｘ2検定では，有意

となり，「満足」は，Ｅ群のほうが多く見られ，「不満」

は，配慮性のほうが多い。ここでも，両者の差異が認め
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Gunderson，ＪＧ.：DiagnosticInterviewfor
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rnell-Keio-境界研究グループ訳編，1981,1986

Hall，Ｇ、Ｓ,：Adolescence,Ｄ・AppletonandCom‐
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厚生省大臣官房統計調査部：優生保護統計報告，

1988

ＮＨＫ世論調査部編：現代１１本人の意識構造，日本

放送出版協会，１９８５

ｐ本性教育協会：青少年の性行動(第２１ｺ)，総理府

青少年対策本部，1981

1松原治郎：日本青年の意識構造，弘文堂，１９７４

'1,)Ⅱ捷之：いわゆる対人恐怖症における「悩鼻Ｊの

櫛造に関する研究，横浜国立大学教育紀要，１４，１，

１９７４

小｣Ⅱ捷之：他対人不安意識尺度構成の誠糸，枇浜国

立大学,保健管理センター年報，１，２９，１９８l

小此木啓苔：一・五の時代，筑摩書房，1987

千而保：現代若者論，弘文堂，１９８５

総理府Ｔｌf少年対策本部編：現代の青少年，大蔵省印

lill厨，ｌ９８１

総務庁青少年対策本部編：青少年と活力，大蔵省印

刷局，１９８５

総務庁青少年対策本部編：現代の青少年，大蔵省印

刷局，ｌ６８６

総務庁青少年対策本部編：現代青年の生活と価値

観，大蔵省印刷局，ｌ９８６

鈴木淑元：青年期における対人関係の変容，慶應義

塾大学社会学研究科修士論文、１９８９

Winnicott，，．Ｗ,：PlayingandReality，Tavis‐

tockPublication，1971,遊ぶことと現実，橋本雅

雄，１９７９

07）考察）

青年期Iこおける新しい傾向としての，表出性は，その

存在を確認することができた。

また，以前の特徴を備えている群(配慮性)も存在し，

現在は，両群が併存している状況が，明らかにされたい

表出性を備えた群の青年像としては，次のように言え

よう。

｝1分の興味・関心に忠実であり，その欲求を充足する

ことに価値をおいている。自然に，自らの「好きか嫌い

か」という個別性感覚をもっており，個人化活を優先し

ている。それ故，政治や社会への関心は，薄いものとな

っている。

現在の生活に満足感をもっており，現在の生活を中心

に考えており，スポーツ・旅行.おいしいもの．ほしい

ものに喜びを見出しており，快感志向が見られる。

友人とは，広く浅く，多人数とつきあう。友人志向は

強いが，おしゃべりをしたり，プラプラ歩いたり，スポ

ーツや旅行をしたりして，共にいることに意味があり，

群遊性が見られ，表面的な対人関係が窺われる。
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